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　「人間が行う仕事の約半分がAI（人工知能）やロボット等が代替し、人間
の働く場所が奪われていく」という話を耳にして久しい。2013年に英オック
スフォード大学の、マイケル・A・オズボーン准教授らが著した論文「雇用
の未来」で、「10～20年以内に労働人口の47％が機械に代替されるリスクが
ある」と表明されたことをきっかけに、AI脅威論が話題となった。本書は、
AIのできることとできないことを明確にし、10年後の職業の変化について
述べたものである。日本人の仕事がどう変わるのか、その全体像をわかりや
すく描き、個々人が「人間ならではの強み」をどう生かしていけばよりよい
職業人生が送れるのかを示すことを目的としている。今後仕事のあり方に変
革をもたらす主要な要因は「グローバル化（外国人との競争）」と「テクノ
ロジー進化（IT,AI）」の２つであり、この両者が「人口動態の変化（長寿化、
少子高齢化、日本人減少）」というベースの上で、政府による政策の影響を
受けスピードを増減させつつ、職業の形を変えていく。
　テクノロジー進化による職業の未来を、５つに分かれるAIの影響から、
①「手先ジョブ」エリアの職業群、②「職人プレミアム」エリアの職業群、
③「デジタル・ケンタウロス」エリアの職業群、④「ロボティクス失業」エ
リアの職業群、⑤「AI・ブロックチェーン失業」エリアの職業群の５つの
カテゴリに分類し、それぞれのカテゴリの特徴と、それに該当する職業の分
析が非常に興味深い。オズボーン氏の論文にある職業は、外国独特の職業な
ども含まれているが、本書では、日本ならではの事情を考慮された「日本人
の仕事」に対する将来予測なので、より現実味がある。また、機械に仕事を
奪われないために必要な人間の強みは、創造、感情、信用、手先、ボディの
５つ。これが今後の生き残るポイントであると述べている。

「10年後に食える仕事 食えない仕事」
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るきっかけになるので、話した方が
いいと思います。
桑島：強みだけではなく、反省した
ことだったり、努力したことだった
り。どの質問に対しても、「ビジネス・
アイディアコンテスト」を絡ませて
答えることができると思います。

大商大だからできる経験がここ
にある！
森田：「ビジネス・アイディアコン
テスト」は参加するだけで、大学生
活の大きな思い出になることは間違
いありません。もちろん受賞を目指
す強い気持ちも大切ですが、自分の
考えたアイディアを形にすることの
楽しさや面白さは、参加するだけで
も得られると思います。自分の考え
たアイディアをたくさんの人に知っ
てもらえる絶好の機会なので、ぜひ
参加してください。
桑島：私は２年生の時に運営スタッ
フとして参加し、ステージに立って
プレゼンテーションしたいという思
いを強く持ちました。身近なことで
不便だと感じることがあったら、改
善策を考えて企画書にしてみましょ
う。１つに絞らず、いくつ考えても
いいと思います。審査を通過したら
とても嬉しいですし、プレゼンテー
ションもパワーポイントの作成も自
信につながります。ぜひ挑戦してい
ただきたいと思います。

多くの「引き出し」を蓄えるた
めに挑戦を！
谷岡学長：「ビジネス・アイディア
コンテスト」は、参加し、プレゼン
テーションを経験してはじめて、ど
れだけ自分の身になったのかが見え
てくる。皆さんが話すのを聞いてい
ると、本当に上手だなと感心します。
経験が活かされているのだと思いま
す。コンテスト参加に力を入れてい
るゼミもあるので、山岡くんのよう
にゼミの課題提出がきっかけになれ
ば、それも良いことだと思います。
　１つアドバイスを言うとするなら
ば、いろんなものに興味を持って、
自分の引き出しをいっぱいにしてお
くこと。相手に「引き出しをたくさ
ん持っている人なのかな」と思わせ
ることも１つのアピール方法だと考
えていただきたい。これまで100件
近くのプレゼンテーションを見てき
ましたが、ひとりも笑いを取ろうと
いう仕掛けをした人はいないのが残
念。笑いを取るということも、他の
人が持っていない引き出しの１つで
す。誰か出てきてくれないかなと密
かにずっと待っているんですがね
（笑）。だから皆さんが今度後輩たち
に指導する立場になった時は、「会
場がクスッと笑えるようなポイント
を１つ加えてみては？」というよう
なアドバイスをしてあげてくださ
い。
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　ひとつ「学校教師のマスプロ授業はAI代替へ」の項を紹介したい。教師
の仕事の中核業務である授業は、一斉に同じペースで「個々の能力・才能を
無視した規格大量生産的な教育」である。民間の某予備校でのデジタル情報
化された衛星授業コンテンツの方が、目的合理性が高い。そこの生徒は、トッ
プクラス講師による最高に面白くて分りやすいデジタル教材の授業を、自分
のペースで受け、受験で成功体験を持つ大学生等が担任助手としてサポート
する体制で成果を上げている。
　そこで、成績上位者に対しては、答えが存在する偏差値教育（偏差値を上
げるための授業）の時間を学習効率の高いAIやネットのデジタル教材に任
せ、捻出された時間を、人間の教師にしか出来ない本来の教育（「生きる力」
を育む等）、そして自学自習できない「ボトム生徒」のモチベーションアッ
プと個別サポートに充てる。さらに部活顧問も地域に移管することで、教師
の「やりがい搾取」のブラック労働環境を解消し、限られた教師の時間を最
大限有効活用しなければならないと説いている。
　学校は全ての教育活動を通して、生徒一人一人の知識・技能、豊かな人間
性を育む場所であるはずなのに、例え偏差値教育だけとはいえ、AIに指導
を委ねるというのは虚しい気がする。しかしこれからの時代に、自分の頭で
考え、様々な課題に遭遇し、その対応に悩み、試行錯誤を繰り返すことで、
判断の仕方を学び、さらに集団で討議し、意見を他者に伝える経験を繰り返
すことで、コミュニケーション力は養われる。子どもたちのこれらの活動を
支えながら、傍らにはいつも教師がいる。学校でこのような「二十一世紀型
学力」を身に付けた人材を育成できるのは、やはり人間の教師しかいない。

　序　章　テクノロジー進化と労働市場変化
　第１章　「人間の強み」が不可欠な仕事の条件
　第２章　「AI・ロボットの強み」が活かせる仕事
　第３章　各エリアの職業とその特徴
　第４章　いつまでに何が変わるのか
　第５章　消える仕事、生まれる仕事
　第６章　仕事をどう選び、シフトするべきか
　終　章　10年後、20年後の日本人の雇用
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　ただのマンガと侮ることなかれ！
　本書は、10年前に刊行された「ずるい考え方～ゼロから始まるラテラルシ
ンキング入門～」（著者同じ）を基に、内容をアップデートし、マンガ化し
ながら解説文も合わせて構成されており、ラテラルシンキングを実際の仕事
や人間関係などでどう活用するかについてわかりやすく紹介されている。
　タイトルの「ずるい」という言葉だけをみると良くない意味に聞こえるが、
ここで言う「ずるい」とは、「ルールを犯さず最小の力で最大の効果を出す」
という意味である。日本では古くから一休さんのトンチ話で知られる考え方
に通じるもので、これが別名「ラテラルシンキング」とも呼ばれている。

【ラテラルシンキングの具体例】
①　「トム・ソーヤーが他者の力を借りる」
　ある日トムは塀のペンキ塗りを言いつけられるが、やりたくないトムは名
案を思いつく。それはいかにも楽しそうにペンキ塗りをすることだった。は
じめは冷やかしていたトムの友人たちだったが、あまりにトムが楽しそうな
ので、やりたいと言い出す。しかし、トムはわざとそれを拒む。するとます
ますやりたい気持ちが高まり、友人たちは先を争うようにペンキ塗りをはじ
め、結局あっという間に作業は終了した。

②　「むしろ空いていること」
　阪急電鉄の前身、箕面有馬電気軌道や阪急デパート、宝塚歌劇団などの創
始者小林一三は、箕面有馬電気軌道の沿線が着工時、乗客があまり見込めな
い土地だったが、「宝塚新温泉」や「宝塚歌劇団」の前進となる劇団をつくっ
てこの土地に魅力を生み出し、また、これまで辺鄙な場所と言われていたと
ころを「都心から離れていて静か」「環境の良い土地」であると肯定的なイメー

「まんがで身につく　ずるい考え方」
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